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目
もく
的
てき

方
ほう
言
げん
（関

かん
西
さい
弁
べん
）を通

とお
して、日

に
本
ほん
語
ご
のバリエーショ

ンを楽
たの
しく学

まな
ぶ

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベル

初
しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
～

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん
人
にん
でも

◆日
に
本
ほ ん
語
ご
のバリエーション

　日
に
本
ほん
語
ご
にはいろいろなバリエーションがあります。若

わか
者
もの

ことばのような世
せ
代
だい
差
さ
によるもの、男

だん
女
じょ
の性

せい
差
さ
によるもの、

あるいは、丁
てい
寧
ねい
体
たい
、デアル体

たい
といった文

ぶん
体
たい
の違

ちが
いもあります。

地
ち
域
いき
方
ほう
言
げん
もその一

ひと
つです。

方
ほう
言
げん
を学

まな
ぶことは、例

たと
えば、その方

ほう
言
げん
を話

はな
す地

ち
域
いき
を訪

ほう
問
もん

したり、方
ほう
言
げん
が登

とう
場
じょう
する映

えい
画
が
を見

み
たりするための準

じゅん
備
び
といっ

たことだけでなく、日
に
本
ほん
語
ご
のバリエーションを知

し
る上

うえ
でも、

いい機
き
会
かい
となります。多

た
様
よう
な方

ほう
言
げん
があることを知

し
ることによ

り、日
に
本
ほん
語
ご
や日

に
本
ほん
についての理

り
解
かい
をより深

ふか
めることにもつな

がるでしょう。

今
こん
回
かい
は、多

おお
くの方

ほう
言
げん
の中

なか
から、日

に
本
ほん
のテレビや映

えい
画
が
、歌

うた

などでも耳
みみ
にすることが多

おお
い関

かん
西
さい
弁
べん
を取

と
り上

あ
げ、「関

かん
西
さい
弁
べん
入
にゅう

門
もん
」の授

じゅ
業
ぎょう
のヒントを紹

しょう
介
かい
したいと思

おも
います。授

じゅ
業
ぎょう
の目

もく
標
ひょう
は、

①日
に
本
ほん
語
ご
に方

ほう
言
げん
があることを知

し
る、②関

かん
西
さい
弁
べん
と共

きょう
通
つう
語
ご
の違

ちが
い

を感
かん
じる、③関

かん
西
さい
弁
べん
の特

とく
徴
ちょう
を理

り
解
かい
する、の３つです。

◆活
かつ
動
どう
に入

はい
る前

まえ
に

方
ほう
言
げん
を紹

しょう
介
かい
する前

まえ
に、その方

ほう
言
げん
を話

はな
す地

ち
域
いき
について紹

しょう
介
かい

しましょう。「関
かん
西
さい
」の場

ば
合
あい
は、日

に
本
ほん
地
ち
図
ず
を使

つか
って関

かん
東
とう
と比

ひ

較
かく
するとわかりやすいと思

おも
います。関

かん
西
さい
弁
べん
を話

はな
すエリアには

有
ゆう
名
めい
な町

まち
として大

おお
阪
さか
、京

きょう
都
と
、神

こう
戸
べ
、奈

な
良
ら
などがあります。

実
じつ
は、４つの都

と
市
し
で少

すこ
しずつ言

こと
葉
ば
は違

ちが
うのですが、ここ

では「関
かん
西
さい
弁
べん
」としておきます。この地

ち
域
いき
は歴

れき
史
し
があり、古

ふる

い寺
じ
社
しゃ
も多

おお
く、また、大

おお
阪
さか
は商

しょう
業
ぎょう
の町

まち
としても有

ゆう
名
めい
です。「み

んなの教
きょう
材
ざい
サイト」（http://minnanokyozai.jp/）に４都

と
市
し
の

写
しゃ
真
しん
とデータがあるので、利

り
用
よう
してください。

◆活
かつ
動
どう
の流

なが
れ

まず学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に、同

おな
じ内

ない
容
よう
の共

きょう
通
つう
語
ご
と関

かん
西
さい
弁
べん
の短

みじか
い会

かい
話
わ

を聞
き
いてもらい、全

ぜい
体
たい
的
てき
な印

いん
象
しょう
や気

き
付
づ
いたことを話

はな
して

もらいます。それから、音
おん
声
せい
や文

ぶん
法
ぽう
、語

ご
彙
い
など具

ぐ
体
たい
的
てき
な

特
とく
徴
ちょう
を少

すこ
し説

せつ
明
めい
し、最

さい
後
ご
に会

かい
話
わ
練
れん
習
しゅう
をします。

◆関
かん
西
さい
弁
べん
の会

かい
話
わ

買
か
い物

もの
客
きゃく
と店

てん
員
いん
の普

ふ
通
つう
体
たい
の会

かい
話
わ
です。国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
関
かん
西
さい

国
こく
際
さい
センターのホームページの「KCクリップ」から関

かん
西
さい
弁
べん

の会
かい
話
わ
例
れい
のパワーポイントと音

おん
声
せい
ファイルをダウンロードで

きます。（http://jfkc.jp/ckip/activity/kansaiben）。それを使
つか

ってみましょう。

＜関
かん
西
さい
弁
べん
＞

客
きゃく
　：この箸

はし
、ええな。なんぼ？

店
てん
員
いん
：5,000円

えん
。

客
きゃく
　：高

たか
！　ほんまに5,000円

えん
？

店
てん
員
いん
：うそちゃうで。ええ木

き
、使

つこう
てんねん。

客
きゃく
　：高

たか
すぎて、箸

はし
が東

とう
京
きょう
スカイツリーに見

み
えるわ。

　　　ちょっとまけてくれへん？
店
てん
員
いん
：そやな、お客

きゃく
さんべっぴんさんやし、

　　　4,000円
えん
でどうや？

客
きゃく
　：2,000円

えん
。

店
てん
員
いん
：あかん。安

やす
すぎや。

客
きゃく
　：ほな、3,000円

えん
。

店
てん
員
いん
：しゃあないな。3,000円

えん
でええわ。

客
きゃく
　：おおきに。はい、3,000円

えん
。

店
てん
員
いん
：まいど、おおきに。

＜共
きょう
通
つう
語
ご
で言

い
い換

か
えた場

ば
合
あい
＞

客
きゃく
　：木

き
の箸

はし
、いいね。いくら？

店
てん
員
いん
：5,000円

えん
。

客
きゃく
　：高

たか
い！　本

ほん
当
とう
に5,000円

えん
？

店
てん
員
いん
：うそじゃないよ。いい木

き
を使

つか
ってるんだよ。

客
きゃく
　：高

たか
すぎて、箸

はし
が東

とう
京
きょう
スカイツリーに見

み
えるわ。

　　　ちょっと安
やす
くしてくれない？

店
てん
員
いん
：そうだね、お客

きゃく
さん美

び
人
じん
だし、4,000円

えん
で

　　　どう？
客
きゃく
　：2,000円

えん
。

店
てん
員
いん
：だめ。安

やす
すぎる。

客
きゃく
　：だったら、3,000円

えん
。

店
てん
員
いん
：仕

し
方
かた
ないな。じゃ3,000円

えん
でいいや。

客
きゃく
　：ありがとう。はい、3,000円

えん
。

店
てん
員
いん
：いつも、ありがとうございます。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

テーマ

方
ほう
言
げん
（関

かん
西
さい
弁
べん
）に触

ふ
れる
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大
おお

阪
さか

ではいいものを安
やす

く買
か

ったことがよく自
じ

慢
まん

になりま

す。商
しょう

業
ぎょう

の町
まち

であることと関
かん

係
けい

があるかもしれません。

◆関
かん
西
さい
弁
べん
の特

とく
徴
ちょう

　会
かい

話
わ

を聞
き

くと、語
ご

彙
い

や音
おと

、文
ぶん

法
ぽう

について、いろいろな発
はっ

見
けん

があると思
おも

います。関
かん

西
さい

弁
べん

の特
とく

徴
ちょう

を５つ紹
しょう

介
かい

しておきます。

全
ぜん

部
ぶ

紹
しょう

介
かい

しなくてもいいです。

①拍
はく

が１つの単
たん

語
ご

は長
なが

くなります。

　　　　　共
きょう

通
つう

語
ご

　　　関
かん

西
さい

弁
べん

　　　　　き（木
き

）　→　きー

　　　　　め（目
め

）　→　めー

　　　　　て（手
て

）　→　てー

②アクセントが違
ちが

います。

共
きょう

通
つう

語
ご

　 関
かん

西
さい

弁
べん

　

箸
はし

　 は
＿＿

｜し̄̄　 は̄̄｜し
＿＿

　

橋
はし

　 は̄̄｜し
＿＿

｜　 は
＿＿

｜し̄̄　

③否
ひ

定
てい

の「～じゃない」が「～ちゃう」になります。

　　　　共
きょう

通
つう

語
ご

　　　　　　関
かん

西
さい

弁
べん

　　日
に

本
ほん

人
じん

じゃない　→　日
に

本
ほん

人
じん

ちゃう

　　静
しず

かじゃない　　→　静
しず

かちゃう

　　このパソコン、便
べん

利
り

じゃない

　　　　　　　　　　→このパソコン、便
べん

利
り

ちゃう

④「～ない」が「～へん」になります。

　　　共
きょう

通
つう

語
ご

　　　　関
かん

西
さい

弁
べん

　　食
た

べない　→　食
た

べへん

　　飲
の

まない　→　飲
の

まへん

　　プレゼント、あげない

　　　　　　　→プレゼント、あげへん

⑤語
ご

彙
い

・表
ひょう

現
げん

が違
ちが

います。

　関
かん

西
さい

弁
べん

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な表
ひょう

現
げん

を５つ紹
しょう

介
かい

します。

共
きょう

通
つう

語
ご

　 関
かん

西
さい

弁
べん

　

ありがとう　 おおきに　
いくら？　 なんぼ？　

いい　 ええ　
だめ　 あかん　
本
ほん

当
とう

　 ほんま　

◆会
かい
話
わ
練
れん
習
しゅう

　関
かん

西
さい

弁
べん

の特
とく

徴
ちょう

がわかったところで、関
かん

西
さい

弁
べん

を使
つか

ってみる
練
れん

習
しゅう

をしましょう。最
さい

初
しょ

に紹
しょう

介
かい

した会
かい

話
わ

を使
つか

って、１文
ぶん

ずつ

2011年7月

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：田

た
中
なか
哲
てつ
哉
や
（関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
専
せん
門
もん
員
いん
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失

しっ
敗
ぱい
例
れい
などぜひお寄

よ
せください。

復
ふく

唱
しょう

したり、客
きゃく

と店
てん

員
いん

の役
やく

になって会
かい

話
わ

をしたりして、練
れん

習
しゅう

してみましょう。実
じっ

際
さい

に木
き

の箸
はし

を準
じゅん

備
び

すると、きっと盛
も

り上
あ

がると思
おも

います。
　最

さい
後
ご

に、ちょっと楽
たの

しい会
かい

話
わ

を紹
しょう

介
かい

しておきます。みなさ

んは、チャウチャウという種
しゅ

類
るい

の犬
いぬ

を知
し

っていますか。関
かん

西
さい

弁
べん

で「～ちゃう」は、「～じゃない」という意
い

味
み

でしたよね。

ということは、「チャウチャウじゃない」は「チャウチャウ

ちゃう」になります。文
ぶん

末
まつ

のイントネーションを上
あ

げて「チ

ャウチャウちゃう？」にすると、疑
ぎ

問
もん

の表
ひょう

現
げん

になります。「チ

ャウチャウじゃないんじゃない」は「チャウチャウちゃうん

ちゃう」になります。それで、チャウチャウについて関
かん

西
さい

弁
べん

で会
かい

話
わ

すると、次
つぎ

のようになります。

＜関
かん
西
さい
弁
べん
＞

A:あの犬
いぬ

、かわいいな。

B:うん、あれ、

   チャウチャウちゃう？

A:ううん、チャウチャウちゃうで。

B:ほんま？　チャウチャウやで。

A:いや、チャウチャウちゃうんちゃう？

＜共
きょう
通
つう
語
ご
で言

い
い換

か
えた場

ば
合
あい
＞

A:あの犬
いぬ

、かわいいね。

B:うん、あれ、チャウチャウじゃない？

A:いや、チャウチャウじゃないよ。

B:本
ほん

当
とう

？　チャウチャウだよ。

A:いや、チャウチャウじゃないんじゃない？
全
ぜん

部
ぶ

わからなくても、聞
き

いているだけで楽
たの

しくなってき

ませんか。

◆方
ほう
言
げん
に関

かん
するウェブサイト

日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

者
しゃ

向
む

けに方
ほう

言
げん

を紹
しょう

介
かい

しているウェブサイトもいろ

いろあります。日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

ポータルサイト「NIHONGO e な」

（http://nihongo-e-na.com/）の中
なか

の記
き

事
じ

「日
に

本
ほん

の方
ほう

言
げん

が知
し

り

たい！」（http://nihongo-e-na.com/jpn/hint/id252_1.html）

に紹
しょう

介
かい

されています。興
きょう

味
み

のある方
かた

はぜひ読
よ

んでみてくださ

い。北
ほっ

海
かい

道
どう

や名
な

古
ご

屋
や

、広
ひろ

島
しま

の方
ほう

言
げん

などの情
じょう

報
ほう

もあります。

その他
ほか

、機
き

会
かい

があれば、日
に

本
ほん

人
じん

観
かん

光
こう

客
きゃく

や周
しゅう

囲
い

の日
に

本
ほん

人
じん

に、

それぞれの出
しゅっ

身
しん

地
ち

の方
ほう

言
げん

についてインタビューをして、結
けっ

果
か

をクラスで発
はっ

表
ぴょう

するのも楽
たの

しい活
かつ

動
どう

になります。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

――――――――――――――――――――――

・独
どく

立
りつ

行
ぎょう

政
せい

法
ほう

人
じん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センター（2008）

「日
に

本
ほん

語
ご

ドキドキ体
たい

験
けん

活
かつ

動
どう

集
しゅう

」凡
ぼん

人
じん

社
しゃ



書
か

く力
ちから

を高
た か

めるために教
きょう

師
し

にできることとは？

　
ここでは、書

か
く力

ちから
を高

たか
めるための活

かつ
動
どう
と指

し
導
どう
法
ほう
について考

かんが

えていきます。主
おも
に、初

しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
から中

ちゅう
級
きゅう
段
だん
階
かい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に対

たい
す

る作
さく
文
ぶん
指
し
導
どう
について、次

つぎ
の３つのポイントを取

と
り上

あ
げます。

（1）学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にコミュニカティブな作

さく
文
ぶん
課
か
題
だい
を与

あた
える。

（2）書
か
かせる前

まえ
に書

か
く内

ない
容
よう
を考

かんが
えさせる。

（3）学
がく
習
しゅう
者
しゃ
同
どう
士
し
で読

よ
み合

あ
う活

かつ
動
どう
を導

どう
入
にゅう
し、読

よ
み手

て
、書

か
く

　　プロセスを意
い
識
しき
させる。

以
い
下
か
では、この３つの教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
について順

じゅん
番
ばん
に述

の
べます。

書
か

く力
ちから

を高
たか

めるために、どのような目
もく

標
ひょう

を設
せっ

定
てい

すると   
よいか
　初

しょ
級
きゅう

では、文
ぶん

法
ぽう

や文
ぶん

型
けい

を勉
べん

強
きょう

した後
あと

、書
か

く活
かつ

動
どう

で、それ

を定
てい

着
ちゃく

させたいと思
おも

うことが多
おお

いです。また、書
か

くことに

慣
な

れさせたいと思
おも

うことや、今
いま

までは数
すう

文
ぶん

の文
ぶん

章
しょう

しか書
か

か

せていなかったので、もっと長
なが

い、段
だん

落
らく

のある文
ぶん

章
しょう

を書
か

か

せたいと思
おも

うこともあります。しかし、書
か

く力
ちから

を本
ほん

当
とう

に高
たか

めるためには、このような目
もく

標
ひょう

だけではなく、書
か

くことを

通
とお

して学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は何
なに

ができるようになるか、ということを考
かんが

える必
ひつ

要
よう

があります。例
たと

えば、「自
じ

分
ぶん

がよく知
し

っていること

を知
し

らない人
ひと

に説
せつ

明
めい

する」のような実
じっ

際
さい

のコミュニケーシ

ョンとして使
つか

う場
ば

面
めん

を想
そう

定
てい

した目
もく

標
ひょう

を設
せっ

定
てい

することができ

ます。そして授
じゅ

業
ぎょう

の目
もく

標
ひょう

を、

自
じ

分
ぶん

がよく知
し

っていることを知
し

らない人
ひと

に説
せつ

明
めい

する文
ぶん

章
しょう

を

書
か

けるようになる

とすることができます。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にコミュニカティブな作
さく

文
ぶん

課
か

題
だい

を与
あた

える

　授
じゅ

業
ぎょう

の目
もく

標
ひょう

を設
せっ

定
てい

したら、その目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

できるよう

作
さく

文
ぶん

課
か

題
だい

を与
あた

えます。では、実
じっ

際
さい

のコミュニケーション

として使
つか

う場
ば

面
めん

を想
そう

定
てい

した作
さく

文
ぶん

課
か

題
だい

とはどのようなもの

でしょうか。

　

　

　次
つぎ

の（A）と（B）の課
か

題
だい

について考
かんが

えてみましょう。

それぞれどのような力
ちから

を養
やしな

うことができると思
おも

いますか。

※学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

：自
じ

分
ぶん

の町
まち

や自
じ

国
こく

の観
かん

光
こう

地
ち

など、自
じ

分
ぶん

が知
し

って

いる場
ば

所
しょ

について知
し

らない人
ひと

に紹
しょう

介
かい

することができる。

課
か

題
だい

（A）

タイトル：「私
わたし

の町
まち

」 

文
ぶん

型
けい

：①～に～があります。

           ②まず、次
つぎ

に、それから

課
か

題
だい

（B）

日
に

本
ほん

の姉
し

妹
まい

校
こう

で、あなたの街
まち

の紹
しょう

介
かい

をすることになったそ

うです。あなたの街
まち

に来
き

たことがない学
がく

生
せい

たちに、あなた

の街
まち

を紹
しょう

介
かい

してください。もし遊
あそ

びに来
き

たらどんなことが

できるか、４００字
じ

程
てい

度
ど

で書
か

いてください。

　
（A）のような課

か
題
だい

を与
あた

えられると、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、「この文
ぶん

型
けい

、どこに使
つか

おうかな」、「まず、次
つぎ

には、順
じゅん

番
ばん

を表
あらわ

す時
とき

に

使
つか

うんだな」、「じゃ、旅
りょ

行
こう

の日
にっ

程
てい

を書
か

けばいいかな」とい

ったようなことを考
かんが

えます。一
いっ

方
ぽう

、（B）のような課
か

題
だい

を与
あた

えられると、「同
おな

じ年
ねん

代
だい

の日
に

本
ほん

人
じん

か・・・。日
に

本
ほん

人
じん

の若
わか

者
もの

は

どんなものが好
す

きかな。【誰
だれ

が読
よ

むか・読
よ

み手
て

】」、「同
おな

じぐ

らいの年
ねん

代
だい

だけど、まだ会
あ

ったことないし・・・。ていね

い体
たい

？それとも、普
ふ

通
つう

体
たい

？【文
ぶん

体
たい

】」、「私
わたし

の町
まち

の魅
み

力
りょく

を伝
つた

え

よう。そしていつかこの町
まち

に来
き

たいと思
おも

ってくれたらいい

な。【何
なん

のために書
か

くか・目
もく

的
てき

】」、「この町
まち

は知
し

らないんだ

よね・・・。○○がおすすめかな。ちょっと遠
とお

いけど、電
でん

車
しゃ

に乗
の

れば、△△へも行
い

ける。【何
なに

を書
か

くか・トピック】」

といったようなことを考
かんが

えます。（A）のような課
か

題
だい

を出
だ

さ

なければならないこともありますが、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にも「書
か

くこ

と」をコミュニケーションの１つとして意
い

識
しき

させるために

は、（B）のような課
か

題
だい

の与
あた

え方
かた

のほうが、適
てき

切
せつ

です。

書
か

かせる前
まえ

に書
か

く内
ない

容
よう

を考
かんが

えさせる
　少

すこ
し長

なが
い文

ぶん
章
しょう

を書
か

くためには、内
ない

容
よう

についての知
ち

識
しき

を整
せい

理
り

したり、書
か

く目
もく

的
てき

を考
かんが

えて構
こう

成
せい

したりする準
じゅん

備
び

が必
ひつ

要
よう

で

す。「書
か

きたい」という気
き

持
も

ちだけでは、すぐ文
ぶん

章
しょう

を書
か

き始
はじ

められない場
ば

合
あい

も多
おお

いので、書
か

く前
まえ

の準
じゅん

備
び

の時
じ

間
かん

はとても

大
たい

切
せつ

です。文
ぶん

章
しょう

を書
か

く前
まえ

に頭
あたま

に浮
う

かんだものを書
か

きだして

整
せい

理
り

する方
ほう

法
ほう

の１つに、「思
し

考
こう

マップ」があります。

日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ

第
だい
11回

かい
書
か

くことを教
おし

える - コミュニケーションとしての書
か

く活
かつ

動
どう

 - 



©The Japan Foundation

　

『ピアで学
まな

ぶ大
だい

学
がく

生
せい

の日
に

本
ほん

語
ご

表
ひょう

現
げん

』（ひつじ書
しょ

房
ぼう

）p.２４を参
さん

考
こう

に作
さく

成
せい

このような作
さ

業
ぎょう

をして考
かんが

えているときは、母
ぼ

語
ご

を利
り

用
よう

する

のもいいでしょう。まずは、たくさん書
か

いて後
あと

で何
なに

がいち

ばん言
い

いたいかをしぼります。さらに、「思
し

考
こう

マップ」を書
か

く段
だん

階
かい

で、クラスの友
とも

だちとそれぞれの構
こう

想
そう

を話
はな

し合
あ

い、

アイディアを具
ぐ

体
たい

化
か

していくこともできます。

学
が く
習
しゅう
者
し ゃ
同
ど う
士

し
で読

よ
み合

あ
う活

か つ
動
ど う
を導

ど う
入
にゅう
し、読

よ
み手

て
、書

か
くプ

ロセスを意
い
識
し き
させる

　考
かんが

えや知
ち

識
しき

を整
せい

理
り

し、構
こう

成
せい

を考
かんが

えながら実
じっ

際
さい

に書
か

く段
だん

階
かい

に入
はい

ります。アイディアを文
ぶん

章
しょう

化
か

するプロセスでは、母
ぼ

語
ご

で書
か

く場
ば

合
あい

でも、書
か

いている途
と

中
ちゅう

で何
なん

度
ど

も読
よ

み返
かえ

し、内
ない

容
よう

、表
ひょう

現
げん

や文
ぶん

型
けい

に関
かん

する確
かく

認
にん

を行
おこな

います。これを「推
すい

敲
こう

」

と言
い

います。外
がい

国
こく

語
ご

で文
ぶん

章
しょう

を書
か

く時
とき

も、このような推
すい

敲
こう

の

プロセスを経
けい

験
けん

することが大
たい

切
せつ

です。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

で読
よ

み合
あ

う活
かつ

動
どう

を活
かつ

用
よう

すると、内
ない

容
よう

や読
よ

み手
て

を意
い

識
しき

させるのに有
ゆう

効
こう

です。

　ここでは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

で読
よ

み合
あ

いながら推
すい

敲
こう

を行
おこな

う「ピ

ア推
すい

敲
こう

」を紹
しょう

介
かい

します。「ピア推
すい

敲
こう

」は、「ピア活
かつ

動
どう

」の一
いっ

種
しゅ

です。「ピア（peer）」とは「仲
なか

間
ま

」という意
い

味
み

で、「ピア

活
かつ

動
どう

」は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

が助
たす

け合
あ

って、対
たい

話
わ

し質
しつ

問
もん

し合
あ

うこ

とによって、自
みずか

ら答
こた

えを見
み

つけていったり、それまではな

かった新
あたら

しいアイディアや視
し

点
てん

を見
み

つけていく、という活
かつ

動
どう

です。次
つぎ

のような手
て

順
じゅん

で活
かつ

動
どう

を行
おこな

うことができます。

 手
て

順
じゅん

（学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が一
いち

度
ど

作
さく

文
ぶん

書
か

いた後
あと

の活
かつ

動
どう

）

１．まず、相
あい

手
て

の書
か

いた文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、いいと思
おも

うところ

　　を確
かく

認
にん

し、書
か

き手
て

の主
しゅ

張
ちょう

やその根
こん

拠
きょ

などを理
り

解
かい

します。

２．それから、お互
たが

いに次
つぎ

のことを話
はな

し合
あ

います。

　①いいと思
おも

うところを言
い

う。

　②もっと説
せつ

明
めい

してほしいところを言
い

う。

　③直
なお

したほうがいいところを言
い

う。

　④書
か

き手
て

が相
そう

談
だん

したいことを聞
き

く。

３．話
はな

し合
あ

いが終
お

わったら、その内
ない

容
よう

をもとに、書
か

きなお

　　します。

　

　このような手
て

順
じゅん

を設
もう

ける理
り

由
ゆう

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が友
とも

だちの文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、書
か

き手
て

の主
しゅ

張
ちょう

や内
ない

容
よう

の面
おも

白
しろ

さに注
ちゅう

目
もく

し、読
よ

み手
て

の視
し

点
てん

をより引
ひ

き出
だ

しやすくするためです。こうすること

によって、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が友
とも

だちの文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで、文
ぶん

法
ぽう

や文
ぶん

型
けい

の

間
ま

違
ちが

いだけに注
ちゅう

目
もく

して指
し

摘
てき

することを避
さ

けることができま

す。２．の①～④の手
て

順
じゅん

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の心
しん

理
り

面
めん

と認
にん

知
ち

面
めん

を配
はい

慮
りょ

したものです。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

が助
たす

け合
あ

って学
がく

習
しゅう

を進
すす

めるた

めには、信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を作
つく

ることが大
たい

切
せつ

です。また、書
か

き手
て

に

とっては何
なに

をどう改
かい

善
ぜん

すればよいか、具
ぐ

体
たい

的
てき

な課
か

題
だい

を見
み

つ

けることが大
たい

切
せつ

です。①は、相
あい

手
て

を作
さく

文
ぶん

の良
い

いところを具
ぐ

体
たい

的
てき

に褒
ほ

める、②は、書
か

き手
て

には見
み

えない読
よ

み手
て

の理
り

解
かい

の

プロセスを言
げん

語
ご

化
か

する、といった狙
ねら

いがあります。③と④

は、同
おな

じ学
がく

習
しゅう

者
しゃ

仲
なか

間
ま

として「作
さく

文
ぶん

を改
かい

善
ぜん

したい」という共
きょう

通
つう

の目
もく

標
ひょう

を意
い

識
しき

させる、といった狙
ねら

いがあります。

　「ピア推
すい

敲
こう

」を取
と

り入
い

れた場
ば

合
あい

は、活
かつ

動
どう

後
ご

のふり返
かえ

りが重
じゅう

要
よう

です。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

のフィードバックを体
たい

験
けん

してどのよう

なことに気
き

づいたかを話
はな

し合
あ

うことで、「ピア推
すい

敲
こう

」がさら

に効
こう

果
か

的
てき

になります。実
じっ

際
さい

の「書
か

く」授
じゅ

業
ぎょう

や活
かつ

動
どう

では、推
すい

敲
こう

の時
じ

間
かん

がとりにくいことが多
おお

いかもしれませんが、推
すい

敲
こう

は書
か

く力
ちから

を高
たか

めるためにとても大
たい

切
せつ

です。自
じ

分
ぶん

で行
おこな

う推
すい

敲
こう

と学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

で行
おこな

う「ピア推
すい

敲
こう

」を組
く

み合
あ

わせて行
おこな

うよう

にするといいでしょう。李
り

（2008）には、海
かい

外
がい

の高
こう

校
こう

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

で行
おこな

った「ピア推
すい

敲
こう

」の手
て

順
じゅん

と効
こう

果
か

が詳
くわ

しく紹
しょう

介
かい

されています。

参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

　・国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

（2010） 『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

　

　 シリーズ８ 書
か

くことを教
おし

える』ひつじ書
しょ

房
ぼう

　・池
いけ

田
だ

玲
れい

子
こ

・舘
たて

岡
おか

洋
よう

子
こ

（2007）『ピアラーニング入
にゅう

門
もん

：

　創
そう

造
ぞう

的
てき

な学
まな

びのデザインのために』ひつじ書
しょ

房
ぼう

　・李
り

英
よん

淑
すく

（2008）「韓
かん

国
こく

の高
こう

校
こう

における作
さく

文
ぶん

授
じゅ

業
ぎょう

の現
げん

状
じょう

　と改
かい

善
ぜん

案
あん

‐ 済
ちぇ

州
じゅ

外
がい

国
こく

語
ご

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

でのピア推
すい

敲
こう

活
かつ

動
どう

を

　通
とお

して ‐ 」『日
に

本
ほん

言
げん

語
ご

文
ぶん

化
か

研
けん

究
きゅう

会
かい

論
ろん

集
しゅう

』第
だい

4号
ごう

、国
こく

際
さい

　交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター、国
こく

立
りつ

国
こく

語
ご

研
けん

究
きゅう

所
じょ

、政
せい

策
さく

　研
けん

究
きゅう

大
だい

学
がく

院
いん

大
だい

学
がく
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：   金
きむ

孝
ひょ

卿
ぎょん

    （日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。



　次
つぎ

の「ところ」は、「とき」というだけではなく、もっと広
ひろ

く「そ

のような状
じょう
況
きょう
において」という意

い
味
み
合
あ
いを表

あらわ
していると考

かんが
えら

れます。（10）は、実
じっ
際
さい
には起

お
こっていない反

はん
事
じ
実
じつ
の事

こと
柄
がら
を表

あらわ

していますが、ぶつかる寸
すん
前
ぜん
の状

じょう
況
きょう
にあったということを表

あらわ
し

ています。

（10）もうちょっとでぶつかるところだった。

（11）～（15）では、「～ところで」「～ところに」「～ところを」

や、「～ところ」「～ところが」が文
ぶん
中
ちゅう
で用

もち
いられて、後

うし
ろに続

つづ

く文
ぶん
にかかっていきます。

（11）最
さい

後
ご

の一
いち

行
ぎょう

を書
か

いたところで、気
き

を失
うしな

った。

（12）出
で

かけようとしたところに、客
きゃく

がやってきた。

（13）地
じ

震
しん

がおさまったところを、津
つ

波
なみ

が襲
おそ

った。

（14）電
でん

話
わ

で問
と

い合
あ

わせたところ、締
し

め切
き

りは来
らい

週
しゅう

までという

　　  ことがわかった。

（15）電
でん

話
わ

で問
と

い合
あ

わせたところが、締
し

め切
き

りはきのうまで

　　  だった。

　（11）～（13）の「～ところで」「～ところに」「～ところを」

に共
きょう
通
つう
していることは、ある状

じょう
況
きょう
の進

しん
展
てん
を止

と
めたり、一

いち
時
じ
的
てき
に

中
ちゅう
止
し
させたりする形

かたち
で、後

うし
ろに続

つづ
く事

じ
態
たい
や変

へん
化
か
が起

お
こることを

表
あらわ
している点

てん
です。

　（14）（15）の「～ところ」は「きっかけ・発
はっ
見
けん
」を表

あらわ
します。

（14）では「問
と
い合

あ
わせたという状

じょう
況
きょう
（きっかけ）のもとで」締

しめ

切
きり
日
び
がわかったという意

い
味
み
合
あ
いになりますが、（15）の「～と

ころが」は、「ところ」に逆
ぎゃく
接
せつ
の「が」が付

つ
いて、「せっかく問

と

い合
あ
わせたのに」きのう締

し
め切

き
りだったという、前

ぜん
文
ぶん
で期

き
待
たい
し

ていたことと異
こと
なる結

けっ
果
か
になったことを表

あらわ
します。

以
い
上
じょう
、（4）から（15）まで、いろいろの「ところ」について見

み

てきましたが、こうして見
み
てくると、もともとは場

ば
所
しょ
や位

い
置
ち
の

ように、空
くう
間
かん
的
てき
な広

ひろ
がりを表

あらわ
す「ところ」が、時

じ
間
かん
的
てき
、抽

ちゅう
象
しょう
的
てき

な状
じょう
況
きょう
にまで広

ひろ
がりを見

み
せていったと考

かんが
えることができるでし

ょう。

次
つぎ
のセクションでは、今

いま
までに挙

あ
げた用

よう
法
ほう
のいくつかについ

て、もう少
すこ
し詳

くわ
しく見

み
ていきます。

１）～ところで、～ところに、～ところを

「～ところで」「～ところに」「～ところを」の例
れい
をもう少

すこ
し加

くわ

えます。

日
に

本
ほん

語
ご

を読
よ

んだり聞
き

いたりしていると、「こと」や「もの」、「と

ころ」などという語
ご

によく出
で

会
あ

うことがあります。これらの語
ご

は名
めい

詞
し

ですが、「会
かい

社
しゃ

」や「カメラ」などのように実
じっ

質
しつ

的
てき

な意
い

味
み

を持
も

たず、文
ぶん

の中
なか

でいろいろな文
ぶん

法
ぽう

的
てき

役
やく

割
わり

を果
は

たします。この

ような名
めい

詞
し

を形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

（formal noun）と呼
よ

びます。次
つぎ

の例
れい

文
ぶん

で「こと」や「もの」、「ところ」を探
さが

してください。

（1）今
いま

あの事
じ

件
けん

のことを調
しら

べているところだ。

（2）あんなことがよくできるものだ。

（3）今
き ょ う

日習
なら

ったところをよく復
ふく

習
しゅう

しておくこと。

「こと」や「もの」、「ところ」がいろいろな使
つか

われ方
かた

をしていま

すね。

　「文
ぶん

法
ぽう

を楽
たの

しく」では今
こん

回
かい

からしばらく、これらの形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

のいろいろな役
やく

割
わり

について考
かんが

えます。今
こん

回
かい

と次
じ

回
かい

は「ところ」

を、そして、順
じゅん

次
じ

「こと」「もの」「わけ」などについて取
と

り上
あ

げます。

　次
つぎ

の（4）（5）に出
で

てくる「ところ」はどんな意
い

味
み

を持
も

ってい

るでしょうか。

（4）この書
しょ

類
るい

におところとお名
な

前
まえ

をお書
か

きください。

（5）今
いま

までどんなところを旅
りょ

行
こう

しましたか。

　（4）は住
じゅう
所
しょ
、（5）は場

ば
所
しょ
を指

さ
し、両

りょう
方
ほう
とも具

ぐ
体
たい
的
てき
な位

い
置
ち
や場

ば

所
しょ
を示

しめ
していますね。

　しかし、次
つぎ
の「ところ」は、場

ば
所
しょ
を指

さ
していますが、指

さ
すも

のはやや漠
ばく
然
ぜん
としています。

（6）先
せん

生
せい

、3 行
ぎょう

目
め

のところがよくわかりません。

（7）A：どこがかゆいの。

　　B： 右
みぎ

肩
かた

上
うえ

のところ。

（8）今
いま
のところ余

よ
震
しん
はおさまっています。

（9）今
いま
食
しょく
事
じ
を済

す
ませたところだ。

　

　（6）の「ところ」は、今
いま
勉
べん
強
きょう
している、または、読

よ
んでいる

（本
ほん
の）ページの3行

ぎょう
目
め
の一

いち
部
ぶ
分
ぶん
を指

さ
し、また、（7）は、肩

かた
の上

うえ

のおおよその場
ば
所
しょ
、部

ぶ
分
ぶん
を表

あらわ
しています。

　次
つぎ
の（8）（9）の「ところ」は、場

ば
所
しょ
というより「とき」を表

あらわ

していると言
い
えます。

　（8）の「今
いま

のところ」は「今
いま

は」と置
お

き換
か

えることができます

が、「今
いま

のところ」と表
あらわ

すことで、今
いま

という時
じ

間
かん

に少
すこ

し幅
はば

を持
も

た

せています。（9）は「動
どう

詞
し

＋ところだ」の形
かたち

で、開
かい

始
し

直
ちょく

前
ぜん

の行
こう

為
い

（今
いま

からシャワーを浴
あ

びるところだ）、現
げん

在
ざい

進
しん

行
こう

中
ちゅう

の行
こう

為
い

（今
いま

シ

ャワーを浴
あ

びているところだ）、終
しゅう

了
りょう

直
ちょく

後
ご

の行
こう

為
い
（今

いま
シャワー

を浴
あ

びたところだ）であることを表
あらわ

します。

文
ぶん
法
ぽう
を楽

たの
しく‼ 「ところ」（1）

は
が

ほど
くらい
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（16）マラソンランナーはゴールに到
とう

着
ちゃく

したところで、 倒
たお

れて

　　  しまった。

（17）林
はやし

さんに電
でん

話
わ

をかけようとしたところに、その林
はやし

さんか

　　  ら電
でん

話
わ

がかかってきた。

（18）夜
よ

道
みち

を歩
ある

いていたところを、誰
だれ

かに頭
あたま

を殴
なぐ

られた。

　皆
みな
さんは（11）～（13）、そして、（16）～（18）を見

み
て、「～

ところで」「～ところに」「～ところを」の意
い
味
み
用
よう
法
ほう
の違

ちが
いがわ

かりますか。

　いずれも「ところ」は共
きょう
通
つう
で、その後

うし
ろの助

じょ
詞
し
「で」「に」「を」

が異
こと
なりますね。そこに違

ちが
いの鍵

かぎ
が隠

かく
されているのかもしれま

せん。

　ちょっと横
よこ
道
みち
にそれますが、皆

みな
さんは次

つぎ
のような俳

はい
句
く
のこと

を聞
き
いたことがありますか。a～cは江

え
戸
ど
時
じ
代
だい
の詠

よ
み人

びと
知
し
らず

（作
さく
者
しゃ
不
ふ
明
めい
）の俳

はい
句
く
を少

すこ
し変

か
えたものですが、後

こう
世
せい
、助

じょ
詞
し
の違

ちが
い

を説
せつ
明
めい
する時

とき
によく用

もち
いられています。

a . 米
こめ

洗
あら

う　前
まえ

に蛍
ほたる

が　ふたつみつ

b . 米
こめ

洗
あら

う　前
まえ

で蛍
ほたる

が　ふたつみつ

c . 米
こめ

洗
あら

う　前
まえ

を蛍
ほたる

が　ふたつみつ

この俳
はい
句
く
は、夕

ゆう
方
がた
、外

そと
で夕

ゆう
飯
はん
の支

し
度
たく
のためにお米

こめ
を洗

あら
って

いる時
とき
の情

じょう
景
けい
を描

えが
いたものです。（蛍

ほたる
は腹

ふく
部
ぶ
が発

はっ
光
こう
する小

ちい
さな

虫
むし
で、夕

ゆう
方
がた
や夜

よる
に美

うつく
しく輝

かがや
きます。最

さい
近
きん
日
に
本
ほん
では、都

と
市
し
化
か
や工

こう

業
ぎょう
化
か
のために、蛍

ほたる
の輝

かがや
く光

こう
景
けい
はだんだん見

み
られなくなっていま

す。）

【問
もん
題
だい
１】俳

はい
句
く
a～cを読

よ
んで、どのような違

ちが
いを感

かん
じますか。

下
した
の①～④から選

えら
んでください。

　①米
こめ

を洗
あら

っている目
め

の前
まえ

に蛍
ほたる

が飛
と

んできた。

　②米
こめ

を洗
あら

っている目
め

の前
まえ

に蛍
ほたる

が止
と

まっている。

　③米
こめ

を洗
あら

っている目
め

の前
まえ

で蛍
ほたる

が飛
と

び回
まわ

っている／動
うご

いている。

　④米
こめ

を洗
あら

っている前
まえ

を蛍
ほたる

が通
とお

り過
す

ぎていった。

　　　a ‐（　　　）　b ‐（　　　）　c ‐（　　　）

【問
もん
題
だい
2】俳

はい
句
く
a～cで、蛍

ほたる
に一

いち
番
ばん
動
うご
きのあるのはどれでしょうか。

　　　（　　　）

わかりましたか。答
こた

えは次
つぎ

のとおりです。

【答
こた

え】問
もん

題
だい

１：a‐①②　b‐③　c‐④　　　問
もん

題
だい

２：c

「（目
め

の前
まえ

）に」には二
ふた

つの意
い

味
み

があって、一
ひと

つは蛍
ほたる

が目
め

の前
まえ

に到
とう

着
ちゃく

したこと、もう一
ひと

つは蛍
ほたる

が目
め

の前
まえ

にいる（存
そん

在
ざい

している）

ことを表
あらわ

しています。「（目
め

の前
まえ

）で」は目
め

の前
まえ

の一
いっ

定
てい

の範
はん

囲
い

の

中
なか

で蛍
ほたる

が動
うご

いていることを表
あらわ

しています。「（目
め

の前
まえ

）を」は蛍
ほたる

が突
とつ

然
ぜん

、勢
いきお

いよく飛
と

んできて、目
め

の前
まえ

を横
よこ

切
ぎ

って行
い

ったことを

表
あらわ

します。「前
まえ

を」は横
よこ

切
ぎ

っていったことと同
どう

時
じ

に、米
こめ

を洗
あら

っ

ている状
じょう

況
きょう

に対
たい

して、突
とつ

然
ぜん

の動
うご

きがあったことを示
しめ

します。

では、助
じょ

詞
し
「に」「で」、そして「を」の違

ちが
いを頭

あたま
に入

い
れて、（11）

～（13）、（16）～（18）を考
かんが

えてください。

（11）は論
ろん

文
ぶん

か何
なに

かを書
か

いていて、最
さい

後
ご

の一
いち

行
ぎょう

を書
か

き終
お

わっ

たあと気
き

を失
うしな

った状
じょう

況
きょう

を、（16）は、マラソン選
せん

手
しゅ

が長
ちょう

距
きょ

離
り

を

走
はし

ってきて、ゴールに着
つ

いた時
とき

に倒
たお

れてしまった状
じょう

況
きょう

を表
あらわ

して

います。両
りょう

者
しゃ

の「ところで」は、「ところ」＋動
どう

作
さ

の場
ば

所
しょ

を表
あらわ

す

格
かく

助
じょ

詞
し

「で」の形
かたち

で、前
まえ

の動
どう

作
さ

や変
へん

化
か

に一
ひと

区
く

切
ぎ

りついた状
じょう

況
きょう

の

もとで、何
なに

かが起
お

こったり、何
なに

かを起
お

こしたりすることを表
あらわ

し

ています。「ところで」の前
まえ

には動
どう

詞
し

の「～た」の形
かたち

が来
き

て、後
うし

ろに続
つづ

く文
ぶん

では、事
じ

態
たい

の変
へん

化
か

や動
どう

作
さ

を表
あらわ

す表
ひょう

現
げん

（開
かい

始
し

する、終
お

わる、出
で

てくる、なる、変
か

わる、倒
たお

れる、など）が来
き

やすくな

ります。

（12）（17）は出
で

かけようとした時
とき

に、また、電
でん

話
わ

をかけよう

とした時
とき

に、客
きゃく

や電
でん

話
わ

が来
き

たことを表
あらわ

しています。両
りょう

者
しゃ

の「～

ところに」は「ところ」＋帰
き

着
ちゃく

点
てん

を表
あらわ

す格
かく

助
じょ

詞
し

「に」の形
かたち

で、ち

ょうどそういう状
じょう

況
きょう

の時
とき

に、誰
だれ

か（何
なに

か）が、やってくること

を表
あらわ

しています。「ところに」は「ところへ」に置
お

き換
か

えること

ができます。

（12）’　出
で

かけようとしたところへ、客
きゃく

がやってきた。

　「ところに」の前
まえ

には「～（しようと）している／していた」

の形
かたち

が来
く

ることが多
おお

いです。後
うし

ろに続
つづ

く文
ぶん

では、人
ひと

やものや事
じ

態
たい

が出
しゅつ

現
げん

する表
ひょう

現
げん

（来
く

る、やってくる、（電
でん

話
わ

が）かかってくる、

通
とお

りかかる、など）が来
き

やすくなります。

　（13）（18）は、地
じ

震
しん

がおさまった時
とき

、また夜
よ

道
みち

を歩
ある

いていた

時
とき

に、その動
どう

作
さ

や状
じょう

況
きょう

を突
とつ

然
ぜん

止
と

めたりさえぎったりする形
かたち

で、

次
つぎ

の事
じ

態
たい

（津
つ

波
なみ

が襲
おそ

う、誰
だれ

かに頭
あたま

を殴
なぐ

られる）起
お

こったことを

表
あらわ

しています。両
りょう

者
しゃ

の「ところを」は、「ところ」＋目
もく

的
てき

・通
つう

過
か

点
てん

を表
あらわ

す格
かく

助
じょ

詞
し

「を」の形
かたち

で、ちょうどそういう状
じょう

況
きょう

の時
とき

に、

直
ちょく

接
せつ

的
てき

な働
はたら

きかけを与
あた

えるような動
どう

作
さ

・事
じ

態
たい

が続
つづ

くことを表
あらわ

し

ています。「～ところを」の後
うし

ろに続
つづ

く文
ぶん

では、「襲
おそ

う」「殴
なぐ

る」

「呼
よ

び止
と

める」「助
たす

ける」などの直
ちょく

接
せつ

的
てき

な働
はたら

きかけをする動
どう

詞
し

や、

その受
うけ

身
み

形
けい

（「襲
おそ

われる」「助
たす

けられる」など）が使
つか

われること

が多
おお

いです。

　また、「～ところを」は、「見
み

る」「見
み

つかる」「見
み

られる」「見
み

つけられる」などとともに用
もち

いられることもあります。

（19）こっそりたばこを吸
す

っているところを、父
ちち

に見
み

つかった。

（20）泥
どろ

棒
ぼう

が窓
まど

から逃
に

げ出
だ

すところを、その子
こ

供
ども

は見
み

ていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次
じ

回
かい

に続
つづ

く）

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。

2011 年 6 月



２．「～ところで」のもう一
ひと

つの用
よう

法
ほう

　前
ぜん

回
かい

は「最
さい

後
ご

の一
いち

行
ぎょう

を書
か

いたところで、気
き

を失
うしな

った。」のよ

うに、前
まえ

の動
どう

作
さ

や変
へん

化
か

が終
お

わり、それに一
ひと

区
く

切
ぎ

りがついた状
じょう

況
きょう

のもとで、次
つぎ

の動
どう

作
さ

や変
へん

化
か

が起
お

こったり、動
どう

作
さ

･変
へん

化
か

を起
お

こし

たりすることを表
あらわ

す「～ところで」を紹
しょう

介
かい

しました。今
こん

回
かい

紹
しょう

介
かい

する「～ところで」は、同
おな

じく「動
どう

詞
さ

のタ形
けい

＋ところで」の形
かたち

をとりながら、意
い

味
み

が全
まった

く異
こと

なってきます。

(5) 今
いま

から急
いそ

いだところで、３時
じ

の電
でん

車
しゃ

には間
ま

に合
あ

わないよ。

(6) 勤
つと

め先
さき

を変
か

えたところで、同
おな

じような問
もん

題
だい

は出
で

てくるもの

     だ。

(5) は「急
いそ

いでも間
ま

に合
あ

わない」、(6) は「職
しょく

場
ば

を変
か

えても、同
おな

じ問
もん

題
だい

が起
お

こる」という意
い

味
み

で、　「そのような行
こう

為
い

をしても、

期
き

待
たい

する結
けっ

果
か

が得
え

られない」ことを表
あらわ

します。この「～ところ

で」は、ほぼ逆
ぎゃく

接
せつ

の「～ても」に置
お

き換
か

えることができます。

「～ところで」のあとに続
つづ

く文
ぶん

には動
どう

詞
し

・形
けい

容
よう

詞
し

などのナイ形
けい

や、「無
む

駄
だ

だ・無
む

意
い

味
み

だ」などの否
ひ

定
てい

的
てき

な判
はん

断
だん

・評
ひょう

価
か

を表
あらわ

す表
ひょう

現
げん

が来
き

ます。

　ここで注
ちゅう

意
い

すべきことは、この「～ところで」を使
つか

った文
ぶん

は、実
じっ

際
さい

には何
なに

も起
お

こっていないという点
てん

です。「急
いそ

いだ／変
か

えた」のように動
どう

詞
し

のタ形
けい

をとっているので、過
か

去
こ

のことを表
あらわ

していると勘
かん

違
ちが

いする学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が多
おお

いですが、実
じつ

は、その事
こと

柄
がら

は

まだ起
お

こっておらず、「仮
かり

にそうしても、だめだよ／無
む

駄
だ

だよ」

という話
はな

し手
て

の仮
か

定
てい

の判
はん

断
だん

を表
あらわ

しています。話
はな

し手
て

の言
い

いたい

ことは、「だから、(5) 急
いそ

いでも仕
し

方
かた

がない、(6) 勤
つと

め先
さき

を変
か

え

ても無
む

駄
だ

だ、変
か

えないほうがいい」ということになり、多
おお

くの

場
ば

合
あい

は「急
いそ

いで行
い

こうとしている／勤
つと

め先
さき

を変
か

えようと迷
まよ

って

いる」相
あい

手
て

に向
む

かって発
はっ

する、やや冷
ひ

ややかな発
はつ

話
わ

表
ひょう

現
げん

として

用
もち

いられます。

　では、ここで２の「～ところで」について問
もん

題
だい

を出
だ

します。

【問
もん

題
だい

】次
つぎ

のａｂｃから適
てき

当
とう

なものを選
えら

び、文
ぶん

を完
かん

成
せい

させてく

            ださい。

１．今
いま

から彼
かれ

を追
お

いかけたところで、

　ａ．追
お

いつくだろう。　ｂ．追
お

いつかないだろう。

　ｃ．追
お

いついた。      　 ｄ．追
お

いつかなかった。

２．そんなに悲
かな

しんだところで、死
し

んだペットは

　ａ．生
い

き返
かえ

るだろう。　ｂ．生
い

き返
かえ

らないだろう。

　ｃ．生
い

き返
かえ

っただろう。ｄ．生
い

き返
かえ

らなかっただろう。

「ところ」(１)では、形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

「ところ」が、場
ば

所
しょ

だけでなく、

もっと広
ひろ

く「とき」や「状
じょう

況
きょう

」を表
あらわ

すことを見
み

てきました。今
こん

回
かい

は「ところ」(２)として、もう少
すこ

し広
ひろ

い範
はん

囲
い

で「ところ」の

用
よう

法
ほう

を考
かんが

えていきたいと思
おも

います。

１．「～ところを」の他
ほか

の二
ふた

つの用
よう

法
ほう

前
ぜん

回
かい

は「地
じ

震
しん

がおさまったところを、津
つ

波
なみ

が襲
おそ

った。」のよ

うに、その動
どう

作
さ

や状
じょう

況
きょう

を突
とつ

然
ぜん

止
と

めたり、さえぎったりする形
かたち

で、次
つぎ

の事
じ

態
たい

が起
お

こることを表
あらわ

す「～ところを」を勉
べん

強
きょう

しまし

た。次
つぎ

の二
ふた

つも「状
じょう

況
きょう

をさえぎる」という基
き

本
ほん

的
てき

な意
い

味
み

は変
か

わ

りませんが、用
よう

法
ほう

が少
すこ

し異
こと

なるので紹
しょう

介
かい

します。

１）前
まえ

置
お

き表
ひょう

現
げん

で使
つか

われる「～ところを」

(1) お食
しょく

事
じ

中
ちゅう

のところをすみませんが、ちょっとお話
はなし

がある

　  のですが。

(2) Ａ：もしもし、楊
よう

先
せん

生
せい

のお宅
たく

ですか。

　  楊
よう

：はい、楊
よう

ですが。

　  Ａ：お忙
いそが

しいところをお電
でん

話
わ

してすみません。実
じつ

は・・・

ここに出
で

てくる「～ところを」は前
まえ

置
お

き的
てき

に「（そういう）とき

に」（相
あい

手
て

が忙
いそが

しい時
とき

、相
あい

手
て

の食
しょく

事
じ

中
ちゅう

など、相
あい

手
て

の不
ふ

都
つ

合
ごう

そうな

時
とき

に）と断
ことわ

っておいて、あとに続
つづ

く文
ぶん

で「依
い

頼
らい

･おわび・感
かん

謝
しゃ

」

をする表
ひょう

現
げん

です。「ところを」の前
まえ

には、「名
めい

詞
し

＋の」や「形
けい

容
よう

詞
し

・動
どう

詞
し

の非
ひ

過
か

去
こ

（タ形
けい

でない形
かたち

）」が来
き

ます。改
あらた

まった話
はな

しこ

とばに使
つか

われることが多
おお

いです。

２）逆
ぎゃく

接
せつ

的
てき

な気
き

持
も

ちを表
あらわ

す「～ところを」

(3) いつもなら１時
じ

間
かん

で行
い

けるところを、今
き ょ う

日は交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

が

     あって３時
じ

間
かん

もかかった。

(4) 本
ほん

来
らい

なら課
か

長
ちょう

がやるべきところを、ヒラの自
じ

分
ぶん

がやらな

     ければならなくなった。

ここに出
で

てくる「～ところを」は逆
ぎゃく

接
せつ

を表
あらわ

す「～のに」と似
に

て

いますが、始
はじ

めに「本
ほん

来
らい

、通
つう

常
じょう

、普
ふ

通
つう

ならば」こうであると述
の

べ、あとに続
つづ

く文
ぶん

で「実
じっ

際
さい

はそうではなかった」という予
よ

想
そう

や

期
き

待
たい

に反
はん

した結
けっ

果
か

が起
お

こったことを表
あらわ

します。予
よ

想
そう

や期
き

待
たい

に反
はん

した結
けっ

果
か

が起
お

きたので、そこには話
はな

し手
て

の残
ざん

念
ねん

な気
き

持
も

ちや不
ふ

満
まん

な気
き

持
も

ちが現
あらわ

れます。「ところを」の前
まえ

には「動
どう

詞
し

の非
ひ

過
か

去
こ

」

や(4)のように「～べき」、また、「～はずの」などが来
く

ること

が多
おお

いです。

文
ぶん
法
ぽう
を楽

たの
しく‼ 「ところ」（2）

は
が

ほど
くらい
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このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。

答
こた

えは１－ｂ、２－ｂですね。問
もん

題
だい

１，２は「仮
かり

にそうしても、

だめだ／無
む

駄
だ

だ」という文
ぶん

で、その事
こと

柄
がら

自
じ

体
たい

は実
じっ

際
さい

には起
お

こっ

ていないことなので、過
か

去
こ

を表
あらわ

すｃとｄ（１，２とも）は当
あ

て

はまりません。「～ところで」の後
うし

ろに続
つづ

く文
ぶん

は否
ひ

定
てい

的
てき

な内
ない

容
よう

の文
ぶん

が来
く

るため、肯
こう

定
てい

的
てき

な答
こた

えのａ（１，２とも）も当
あ

てはま

りません。

　今
いま

まで考
かんが

えてきた「ところ」は従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

の一
いち

部
ぶ

分
ぶん

として用
もち

いら

れていますが、「ところで」や「ところが」が独
どく

立
りつ

して接
せつ

続
ぞく

詞
し

となり、文
ぶん

をつなぐ役
やく

割
わり

を果
は

たす場
ば

合
あい

もあります。従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

の中
なか

の「～ところで」「～ところが」と、接
せつ

続
ぞく

詞
し

の「ところで」「と

ころが」を図
ず

示
し

すると次
つぎ

のＡＢのようになります。

Ａ　文
ぶん

1 + ところが／ところで、　　　文
ぶん

2　　。

　　　　従
じゅう
属
ぞく
節
せつ
　　　　　　　　　　主

しゅ
節
せつ

Ｂ　文
ぶん

1　。 ところが／ところで、　　文
ぶん

2　　。

Ａでは「文
ぶん

1 + ところが／ところで」は文
ぶん

1の中
なか

に含
ふく

まれ、従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

となって、文
ぶん

2（主
しゅ

節
せつ

）にかかっていきます。一
いっ

方
ぽう

、Ｂは

文
ぶん

１が終
しゅう

了
りょう

し（「。」がその印
しるし

）、次
つぎ

の文
ぶん

2の文
ぶん

頭
とう

に「ところが／

ところで」が現
あらわ

れ、文
ぶん

２に影
えい

響
きょう

を与
あた

えていきます。従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

の中
なか

で用
もち

いられる「ところが／ところで」と接
せつ

続
ぞく

詞
し

の「ところが／

ところで」は、意
い

味
み

が異
こと

なる場
ば

合
あい

が多
おお

いので、注
ちゅう

意
い

してくださ

い。

３．接
せつ
続
ぞく
詞
し
としての「ところが」

(7)彼
かれ

がアパートに来
き

てくれと言
い

うので出
で

かけていった。

     ところが、アパートには誰
だれ

もいなかった。

(8)ゆうべは友
ゆう

人
じん

とコンサートに行
い

く予
よ

定
てい

だった。

     ところが、友
ゆう

人
じん

が病
びょう

気
き

になって、行
い

けなくなってしまった。

「ところが」は「しかし」や「けれども」「でも」に置
お

き換
か

えら

れることが多
おお

いですが、意
い

味
み

的
てき

には「期
き

待
たい

に反
はん

して」「予
よ

想
そう

に

反
はん

して」という意
い

味
み

合
あ

いが入
はい

ります。次
つぎ

の(9)(10)のように単
たん

純
じゅん

な反
はん

対
たい

表
ひょう

現
げん

や対
たい

比
ひ

表
ひょう

現
げん

では「ところが」は不
ふ

自
し

然
ぜん

になります。

(9)私
わたし

も行
い

きたかった。

　 (しかし／けれども／でも／？ところが)、都
つ

合
ごう

がつかな

     かったので行
い

かなかった。

(10)その車
くるま

の形
かたち

はいい。

　 (しかし／けれども／でも／？ところが)、色
いろ

はよくないと

　   思
おも

う。

(9)は前
ぜん

文
ぶん

と後
こう

文
ぶん

が反
はん

対
たい

の関
かん

係
けい

にあり、(10)では車
くるま

について形
かたち

と

色
いろ

が対
たい

比
ひ

されています。ここでは単
たん

に前
ぜん

文
ぶん

と後
こう

文
ぶん

の関
かん

係
けい

を述
の

べ

ているだけで、「期
き

待
たい

に反
はん

して」「予
よ

想
そう

に反
はん

して」の意
い

味
み

合
あ

いは

ありません。そのような場
ば

合
あい

は「ところが」は不
ふ

自
し

然
ぜん

になりま

す*。

　＊(9)(10)でも、その中
なか

に「期
き

待
たい

に反
はん

して」「予
よ

想
そう

に反
はん

して」

　という強
つよ

い状
じょう

況
きょう

があれば「ところが」も可
か

能
のう

になります。

　接
せつ

続
ぞく

詞
し

「ところが」は、従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

の「～ところが」と同
おな

じく、

すでに起
お

こったこと、または、起
お

こっていることに用
もち

いられ、

(11)のように「事
じ

実
じつ

であるかどうかが定
さだ

まっていない」文
ぶん

では

不
ふ

自
し

然
ぜん

になります。

(11)行
い

きたい。？ところが、彼
かの

女
じょ

も行
い

くの？

また、「事
じ

実
じつ

であるかどうかが定
さだ

まっていない」という点
てん

と関
かん

係
けい

して、「ところが」を用
もち

いた文
ぶん

の文
ぶん

末
まつ

に意
い

志
し

、希
き

望
ぼう

、命
めい

令
れい

、推
すい

量
りょう

表
ひょう

現
げん

が来
く

る時
とき

は不
ふ

自
し

然
ぜん

になります。

(12)コンサートの前
まえ

売
う

り券
けん

は買
か

えないかもしれない。ところが、

　　　　？ａ． 妹
いもうと

は買
か

いに行
い

くつもりだ。

　　　　？ｂ． 妹
いもうと

は買
か

いに行
い

きたいと思
おも

っている。

　　　　？ｃ．買
か

いに行
い

ってきてくれ。

　　　　？ｄ． 妹
いもうと

は買
か

に行
い

くだろう。

４．接
せつ
続
ぞく
詞
し
としての「ところで」

接
せつ

続
ぞく

詞
し

の「ところで」は、今
いま

まで述
の

べてきた話
わ

題
だい

を変
か

えたり、
話
わ

題
だい

に関
かん

連
れん

することを違
ちが

う側
そく

面
めん

から付
つ

け加
くわ

えたり比
くら

べたりする
時
とき

に用
もち

いられます。主
おも

に話
はな

しことばで使
つか

われます。

(13) Ａ：洋
よう

子
こ

ちゃん、きれいになったね。

　    洋
よう

子
こ

：いいえ・・・。

　    Ａ：ところで、 弟
おとうと

の翔
しょう

君
くん

は今
こ

年
とし

卒
そつ

業
ぎょう

？

　    洋
よう

子
こ

：ええ、今
いま

、就
しゅう

活
かつ

で飛
と

び回
まわ

っています。

(14) 先
せん

生
せい

：これで今
き ょ う

日の授
じゅ

業
ぎょう

を終
お

わります。

　　　　　ところで、期
き

末
まつ

テストのことですが・・。

2011 年 9 月

【問題】１ 【問題】２
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ですが中
ちゅう

級
きゅう

や上
じょう

級
きゅう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

の知
ち

識
しき

や日
に

本
ほん

語
ご

経
けい

験
けん

をふり

返
かえ

りながら会
かい

話
わ

を学
まな

ぶクラスでの使
し

用
よう

が特
とく

に効
こう

果
か

があるでしょう。

▽本
ほん
書
しょ
の構

こう
成
せい

　構
こう

成
せい

は８課
か

から成
な

り、「誘
さそ

う」、「頼
たの

む」、「許
きょ

可
か

を求
もと

める」、

「謝
あやま

る」、「断
ことわ

る」、「アドバイスをする」、「困
こま

っていることを伝
つた

え

る」、「苦
く

情
じょう

に対
たい

処
しょ

する／誤
ご

解
かい

を解
と

く」という機
き

能
のう

が取
と

り上
あ

げら

れています。それぞれの課
か

は、場
ば

面
めん

が3段
だん

階
かい

に分
わ

けられていて、

「★身
み

近
じか

で、簡
かん

単
たん

な場
ば

面
めん

」、「★★難
むずか

しい状
じょう

況
きょう

の場
ば

面
めん

（誘
さそ

いにくい、

頼
たの

みにくいなど）」、「★★★説
せつ

明
めい

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

面
めん

」の順
じゅん

に難
なん

易
い

度
ど

が高
たか

くなっています（前
まえ

に紹
しょう

介
かい

した例
れい

は、★★★レベルです）。

筆
ひっ

者
しゃ

たちが授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

で気
き

がついたことをコラムにまとめた「現
げん

場
ば

からの声
こえ

」も、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとってどんなことが難
むずか

しいか、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

同
どう

士
し

が話
はな

し合
あ

ってどんなことに気
き

づいたかが書
か

かれていて、

参
さん

考
こう

になります。

             p.137                                         　 　 p.138

　ロールプレイは、コミュニケーション能
のう

力
りょく

の養
よう

成
せい

をめざす日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の中
なか

では、もう珍
めずら

しいものではなくなりました。しかし、

「文
ぶん

型
けい

や表
ひょう

現
げん

の練
れん

習
しゅう

にはなっているけど、本
ほん

当
とう

に会
かい

話
わ

力
りょく

がつい

ているのかな？」と思
おも

っている教
きょう

師
し

も多
おお

いようです。本
ほん

書
しょ

は、

こうした疑
ぎ

問
もん

を感
かん

じた教
きょう

師
し

たちによって作
つく

られたロールカード

と授
じゅ

業
ぎょう

のヒントを集
あつ

めた教
きょう

師
し

用
よう

参
さん

考
こう

書
しょ

です。

▽学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が困

こま
っている場

ば
面
めん
のアンケートから

　筆
ひっ

者
しゃ

たちは、日
に

本
ほん

で学
まな

ぶ学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にアンケートを行
おこな

って、ロー

ルプレイの機
き

能
のう

や場
ば

面
めん

を選
えら

びましたが、次
つぎ

のように海
かい

外
がい

でも使
つか

えるものがたくさんあります。

・  同
おな

じ国
くに

の友
とも

だちCさんとアルバイトをしています。

　Cさんは、日
に

本
ほん

に来
き

たばかりなので、あなたは国
くに

の言
こと

葉
ば

で

　説
せつ

明
めい

してあげました。でもアルバイト仲
なか

間
ま

のBさんに

　「おしゃべりしちゃだめだよ」と注
ちゅう

意
い

されました。

　そうでないことを話
はな

してください。

　（第
だい

9課
か

「苦
く

情
じょう

に対
たい

処
しょ

する／誤
ご

解
かい

を解
と

く」RP4 、p.157）

　将
しょう

来
らい

、日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って仕
し

事
ごと

をしたい学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には、聞
き

き手
て

（日
に

本
ほん

人
じん

）の知
ち

識
しき

や考
かんが

え方
かた

に配
はい

慮
りょ

しながら、自
じ

国
こく

の状
じょう

況
きょう

や自
じ

分
ぶん

の考
かんが

え方
かた

を伝
つた

える力
ちから

を身
み

につける必
ひつ

要
よう

があります。アルバイトを日
にっ

系
けい

企
き

業
ぎょう

での仕
し

事
ごと

などに変
か

えると、現
げん

実
じつ

味
み

が感
かん

じられる練
れん

習
しゅう

にな

ります。

▽どちらの会
かい
話
わ
が、なぜいいか話

はな
し合

あ
う

　付
ふ

属
ぞく

の音
おん

声
せい

CDには、一
いち

部
ぶ

のロールプレイ例
れい

が収
しゅう

録
ろく

されてい

ますが、いくつかは２種
しゅ

類
るい

の会
かい

話
わ

があり、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が比
くら

べて、な

ぜいいか、どこが問
もん

題
だい

かを考
かんが

えたり話
はな

し合
あ

ったりするようにな

っています。ロールプレイのやさしいものは、初
しょ

級
きゅう

終
しゅう

了
りょう

程
てい

度
ど

本
ほん

当
とう

の会
かい

話
わ

力
りょく

をつけるためのロールプレイヒント集
しゅう

『ロールプレイ玉
たま
手

て
箱

ばこ
』

著
ちょ
者
しゃ

： 嶋
しま
田

だ
和
かず
子

こ
・ 西

にし
部

べ
由

ゆ
佳

か
・ 酒

さか
井

い
祥
しょう

子
こ
　　出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

： ひつじ書
しょ
房
ぼう

ＵＲＬ ： http://www.hituzi.co.jp/　　　　　発
はっ
行
こう
年
ねん
月
げつ

： ２０１０年
ねん
１０月

がつ

ＩＳＢＮ ： ９７８ｰ４ｰ８９４７６ｰ４９７ｰ２　　　　判
はん
型
けい

・ 頁
ぺーじ
数
すう

： Ｂ５判
はん
、１９４頁

ぺーし゛
　　ＣＤ１枚

まい
　　定

てい
価

か
： ２,６００円

えん

本
ほん
ばこ －新

しん
刊

かん
教
きょう
材

ざい
・図

と
書

しょ
紹
しょう
介

かい
－

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ

： 八
はっ
田

た
直
なお
美

み
／日

に
本
ほん
語

ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師

し

２０１１年４月
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　「チャレンジ！」も同
どうよう

様に、イラストを見
み

ながら場
ば

面
めん

を想
そうぞう

像し、

その場
ば

面
めん

で必
ひつよう

要とされる表
ひょう

現
げん

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ

由
ゆう

に言
い

ってみる時
じ

間
かん

を取
と

ります。いろいろなアイディアが出
だ

され、十
じゅう

分
ぶん

に動
どう

機
き

付
づ

け

ができたら、CDを流
なが

し、新
あたら

しく学
がく

習
しゅう

する表
ひょう

現
げん

を紹
しょう

介
かい

します。表
ひょう

現
げん

や文
ぶん

型
けい

を確
かくにん

認したら、「言
い

ってみよう別
べっ

冊
さつ

」（本
ほんさつ

冊付
ふ

属
ぞく

）で形
かたち

の練
れん

習
しゅう

、「言
い
ってみよう」で簡

かんたん
単なやりとりの練

れん
習
しゅう

をします。そ

して「やってみよう」で、聞
き

き取
と

りと話
はな

す練
れん

習
しゅう

をします。

　この流
なが

れで３つのスモールトピックを終
お

えたら、課
か

のまとめ

となる総
そうごうてき

合的な活
かつどう

動をします。2課
か

の「できる！」では、「スー

パーへ行
い

って、買
か

い物
もの

をしましょう」「それから、お店
みせ

でご飯
はん

を

食
た

べましょう」という活
かつどう

動にチャレンジします。最
さい

後
ご

に、「聞
き
い

てみよう」で聞
き

いたモデル会
かい

話
わ

をもう一
いち

度
ど

聞
き

き（「もう一
いち
度
ど
聞
き
こ

う」）、日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

の伸
の

びを確
かくにん

認します。

　「できる日
に

本
ほん

語
ご

」シリーズは、「対
たい

話
わ

力
りょく

」、つまり自
じ

分
ぶん

のことを

発
はっしん

信したり、相
あい

手
て

とやりとりをしたりできる日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

が身
み

につ

くことを大
たいせつ

切に考
かんが

えています。本
ほん

教
きょう

材
ざい

には、聞
き

く練
れん

習
しゅう

や話
はな

す練
れん

習
しゅう

がたくさんありますが、15課
か

を通
とお

して繰
く

り返
かえ

し練
れん

習
しゅう

すること

で、無
む り

理なく「対
たい

話
わ

力
りょく

」がついていくでしょう。

                      p.32                                        p.33            

　本
ほん

教
きょう

材
ざい

は、「できる日
に

本
ほん

語
ご

」シリーズの中
なか

でも初
しょ

級
きゅう

レベルを対
たい

象
しょう

に作
つく

られた総
そう

合
ごう

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

科
か

書
しょ

です。学
がく

習
しゅう

時
じ

間
かん

150時
じ

間
かん

で、OPIでは

初
しょ

級
きゅう

―上
じょう

から中
ちゅう

級
きゅう

―下
げ

レベルの日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

の習
しゅう

得
とく

を目
め

指
ざ

します。

課
か

は全
ぜん

部
ぶ

で15あり、１つの課
か

は３つのスモールトピックからできて

います。課
か

のタイトルは以
い か

下のとおりです。

　はじめまして／買
か

い物
もの

・食
しょく

事
じ

／スケジュール／私
わたし

の国
くに

・町
まち

／

　休
やす

みの日
ひ

／一
いっ

緒
しょ

に！／友
ともだち

達の家
いえ

で／大
たいせつ

切な人
ひと

／好
す

きなこと／

　バスツアー／私
わたし

の生
せいかつ

活／病
びょう

気
き

・けが／私
わたし

のおすすめ／

　国
くに

の習
しゅう

慣
かん

／テレビ・雑
ざっ

誌
し

から

ここでは、第
だい

2課
か

の「買
か

い物
もの

・食
しょく

事
じ

」を例
れい

に見
み

ていきましょう。

▽まず日
に
本
ほん
語
ご
で言

い
ってみよう！使

つか
ってみよう！

　第
だい

2課
か

の行
こうどう

動目
もく

標
ひょう

は、「お店
みせ

の人
ひと

や友
ともだち

達と簡
かんたん

単なやりとりをして、

買
か

い物
もの

をしたり、料
りょう

理
り

の注
ちゅう

文
もん

をしたりすることができる」です。そ

して、スモールトピックと行
こうどう

動目
もく

標
ひょう

は、「１．どこですか：自
じ

分
ぶん

が買
か

いたい物
もの

がどこにあるか聞
き

くことができる。」「２．いくらですか：

自
じ

分
ぶん

が買
か

いたい物
もの

の値
ね

段
だん

を聞
き

くことができる。」「３．レストラン：

レストランで注
ちゅう

文
もん

することができる。また、忘
わす

れ物
もの

の持
も

ち主
ぬし

が誰
だれ

か

聞
き

くことができる。」となっています。教
きょう

師
し

は次
つぎ

のような流
なが

れで授
じゅ

業
ぎょう

を進
すす

めます。

　各
かく

課
か

は、「話
はな
してみよう」「聞

き
いてみよう」で、これから学

がく
習
しゅう

する

テーマをクラスで共
きょう

有
ゆう

するところから始
はじ

まります。ここでは教
きょう

師
し

は、

扉
とびら

ページにある「話
はな

してみよう」のイラストを一
いっ

緒
しょ

に見
み

ながら、今
いま

どんな場
ば

面
めん

にいて、そこではどんなことを言
い

えばいいのか等
など

、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の自
じ

由
ゆう

な発
はつ

話
わ

を引
ひ

き出
だ

すようにします。そのあと「聞
き

いてみよう」

でモデル会
かい

話
わ

を聞
き

かせます。モデル会
かい

話
わ

にはこれから学
がく

習
しゅう

する表
ひょう

現
げん

なども含
ふく

まれていますが、ここではまだ取
と

り上
あ

げません。次
つぎ

に、

スモールトピックに移
うつ

ります。

教
きょう

科
か

書
しょ

が変
か

わると、教
きょう

師
し

が変
か

わる　教
きょう

師
し

が変
か

わると学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が変
か

わる

『できる日
に
本
ほん
語
ご
 初

しょ
級
きゅう
 本

ほん
冊
さつ
』

著
ちょ
者
しゃ

： できる日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう

材
ざい
開
かい
発
はつ
プロジェクト　　出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

： アルク

ＵＲＬ ： http://www.alc.co.jp/　　　発
はっ
行
こう
年
ねん
月
げつ

： ２０１1 年
ねん
４月
がつ

ＩＳＢＮ ： ９７８ｰ４ｰ７５７４ｰ１９７７ｰ３　　判
はん
型
けい

・ 頁
ぺーじ
数
すう

： Ｂ５判
はん
、３０２頁

ぺーし゛
　別冊５６頁

ぺーじ
　　ＣＤ３枚

まい
　　定

てい
価
か
： ３,５７０円

えん

本
ほん
ばこ －新

しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ

： 押
おし
尾
お
和
かず
美
み
／日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し

２０１１年 5月
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ラーとミステイクの区
く

別
べつ

」などについて、簡
かん

潔
けつ

に書
か

かれ
ています。
　各

かく
問
とい

には、参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

リストも載
の

っていて、発
はっ

展
てん

学
がく

習
しゅう

の
手

て
引
びき

にもなっています。また、「マニアック度
ど

」という
表
ひょう

示
じ

があり、その「問
とい

」がどのくらい高
たか

い専
せん

門
もん

性
せい

をもっ
ているかを示

しめ
しています。

　巻
かん

末
まつ

付
ふ

録
ろく

には、第
だい

二
に

言
げん

語
ご

習
しゅう

得
とく

論
ろん

について、どれぐら
い知

し
っているかをたしかめるための「セルフチェック・

テスト」や世
せ

界
かい

（特
とく

に北
ほく

米
べい

）のどこで、どんな分
ぶん

野
や

の習
しゅう

得
とく

論
ろん

研
けん

究
きゅう

が行
おこな

われているかがわかる学
がく

問
もん

地
ち

図
ず

のほかに、
文
ぶん

献
けん

・参
さん

考
こう

サイト・学
がっ

会
かい

および研
けん

究
きゅう

会
かい

のリストもあります。
　ただし、わかりやすいとはいっても「再

さい
」入

にゅう
門
もん

書
しょ

なので、
「『第

だい
二

に
言
げん

語
ご

習
しゅう

得
とく

論
ろん

』って何
なに

？」という人
ひと

や、はじめて習
しゅう

得
とく

論
ろん

を勉
べん

強
きょう

しようと思
おも

う人
ひと

にはむずかしいかもしれませ
ん。「少

すこ
し勉

べん
強
きょう

したけれどよくわからなかった」、「もう一
いち

度
ど

初
はじ

めから勉
べん

強
きょう

してみたい」と思
おも

う人
ひと

には、「紛
まぎ

らわしい」
用
よう

語
ご

の理
り

解
かい

が深
ふか

められ、いい復
ふく

習
しゅう

の機
き

会
かい

になるでしょう。
また、第

だい
二

に
言
げん

語
ご

習
しゅう

得
とく

論
ろん

からどのような研
けん

究
きゅう

ができるか、
研
けん

究
きゅう

の手
て

引
びき

として役
やく

立
だ

つかもしれません。

                    p.60                                 p.61 

　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

の多
お お

くは第
だい

二
に

言
げん

語
ご

習
しゅう

得
とく

論
ろん

という学
がく

問
もん

がある
ことを知

し
っているし、少

すこ
し勉

べん
強
きょう

した（させられた）こと
もあると思

おも
います。そして、論

ろん
文
ぶん

を読
よ

んだり、学
がっ

会
かい

に出
で

たり、教
きょう

師
し

仲
なか

間
ま

で話
はなし

をしているときなど、「よく出
で

てくる
言
こと

葉
ば

なんだけれども、正
せい

確
かく

な意
い

味
み

がわからない」という
思
おも

いを抱
いだ

いたことがあるはずです。「聞
き

くは一
いっ

時
とき

の恥
はじ

」
とは言

い
っても、あまりにも基

き
本
ほん

的
てき

なので、質
しつ

問
もん

するのが
恥

は
ずかしく、そのままにしてしまったという経

けい
験
けん

はあり
ませんか。
　この本

ほん
は、そんな人

ひと
たちのために、著

ちょ
者
しゃ

が学
がく

生
せい

だった
頃
ころ

の自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の経
けい

験
けん

を生
い

かして書
か

かれた参
さん

考
こう

書
しょ

です。

▽今
いま
さら訊

き
けない５５問

もん

　本
ほん

書
しょ

は「問
とい

」と「答
こたえ

」からなっていて、５５の「問
とい

」
が７つの章

しょう
に分

ぶん
類
るい

されています。
　「問

とい
」の多

おお
くは、著

ちょ
者
しゃ

が「学
がく

生
せい

の立
たち

場
ば

で習
しゅう

得
とく

論
ろん

を勉
べん

強
きょう

していたときに長
なが

らく抱
いだ

いていた疑
ぎ

問
もん

」がもとになって
います。

　１、習
しゅう

得
とく

研
けん

究
きゅう

方
ほう

法
ほう

の進
しん

化
か

変
へん

遷
せん

に関
かん

して
　２、習

しゅう
得
とく

順
じゅん

序
じょ

・発
はっ

達
たつ

順
じゅん

序
じょ

に関
かん

して
　３、習

しゅう
得
とく

の環
かん

境
きょう

要
よう

因
いん

に関
かん

して
　４、言

げん
語

ご
能
のう

力
りょく

の起
き

源
げん

に関
かん

して
　５、習

しゅう
得
とく

論
ろん

の対
たい

象
しょう

領
りょう

域
いき

に関
かん

して
　６、習

しゅう
得
とく

論
ろん

と心
しん

理
り

言
げん

語
ご

学
がく

と言
げん

語
ご

技
ぎ

能
のう

の関
かん

係
けい

に関
かん

して
　７、研

けん
究
きゅう

テーマ選
せん

択
たく

・実
じっ

践
せん

への応
おう

用
よう

に関
かん

して

　以
い

上
じょう

のテーマのもとに、「対
たい

照
しょう

分
ぶん

析
せき

、誤
ご

用
よう

分
ぶん

析
せき

、中
ちゅう

間
かん

言
げん

語
ご

分
ぶん

析
せき

の関
かん

係
けい

」、「習
しゅう

得
とく

順
じゅん

序
じょ

と発
はっ

達
たつ

順
じゅん

序
じょ

の関
かん

係
けい

」、「イ
ンプットの役

やく
割
わり

」、「Focus on Formの教
きょう

育
いく

的
てき

背
はい

景
けい

」、「エ

第
だ い

二
に

言
げ ん

語
ご

習
しゅう

得
と く

論
ろ ん

：みんなが使
つか

っているあのことばが、実
じつ

はわからない

『今
いま
さら訊

き
けない…　第

だ い
二
に
言
げ ん
語
ご
習
しゅう
得
と く
再
さ い
入
にゅう
門
も ん
』

著
ちょ
者
しゃ

： 佐
さ
々
さ
木
き
嘉
よし
則
のり
　　出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

： 凡
ぼん
人
じん
社
しゃ

ＵＲＬ ： http://www.bonjinsha.com/　　　発
はっ
行
こう
年
ねん
月
げつ

： ２０１０年
ねん
１２月

がつ

ＩＳＢＮ ： ９７８ｰ４ｰ８９３５８ｰ７６５ｰ７　　判
はん
型
けい

・ 頁
ぺーじ
数
すう

： A５判
はん
、　２４３頁

ぺーじ
　定
てい
価
か
： ２，３１０円

えん

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊
か ん
教
きょう
材
ざ い
・図

と
書
し ょ
紹
しょう
介
か い
－

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ

： 生
いく
田
た
守
まもる

／日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し

２０１１年 6月
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▽１
ひ と り
人でも学

がく
習
しゅう
できる

　各
かく

課
か

は、ストラテジーを学
がく

習
しゅう

する部
ぶ

分
ぶん

とそのストラテジー
を練

れん
習
しゅう

する部
ぶ

分
ぶん

に分
わ

かれています。学
がく

習
しゅう

する部
ぶ

分
ぶん

では、取
と

り
上
あ

げているストラテジーを身
み

につけるためにさらに詳
くわ

しい説
せつ

明
めい

があります。例
たと

えば、「文
ぶん

のつながりを正
ただ

しく理
り

解
かい

するス
トラテジー」（第

だい
５課

か
）では、指

し
示
じ

詞
し

に焦
しょう

点
てん

を当
あ

てて、「文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の指
し

示
じ

詞
し

「ソ」と「コ」の前
まえ

を見
み

る」「指
し

示
じ

詞
し

「コ」の前
まえ

に指
さ

すものがなければ後
うしろ

を見
み

る」「連
れん

続
ぞく

する文
ぶん

をさす指
し

示
じ

詞
し

に気
き

をつける」といった記
き

述
じゅつ

があります。
　練

れん
習
しゅう

する部
ぶ

分
ぶん

では、学
がく

習
しゅう

したストラテジーを使
つか

って読
よ

む文
ぶん

章
しょう

が基
き

本
ほん

、応
おう

用
よう

の二
に

段
だん

階
かい

で用
よう

意
い

されていて、学
がく

習
しゅう

を確
かく

認
にん

する
ことができます。
　また、各

かく
課
か

の内
ない

容
よう

とポイントを記
き

述
じゅつ

した部
ぶ

分
ぶん

には、英
えい

語
ご

、
中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

、ロシア語
ご

の翻
ほん

訳
やく

があるだけではなく、掲
けい

載
さい

されている文
ぶん

章
しょう

を読
よ

むときに参
さん

考
こう

になる語
ご

彙
い

リストとその
翻
ほん

訳
やく

が、ウェブサイト（http://www.bonjinsha.com/dokkai_
training/）にあります。
　書

しょ
名
めい

には「留
りゅう

学
がく

生
せい

のための」とありますが、留
りゅう

学
がく

生
せい

じゃな
い学

がく
習
しゅう

者
しゃ

も利
り

用
よう

できる内
ない

容
よう

です。
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　中
ちゅう

級
きゅう

以
い

降
こう

になると、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

用
よう

に書
か

き下
お

ろした文
ぶん

章
しょう

から、

日
に

本
ほん

人
じん

を読
どく

者
しゃ

として書
か

かれた文
ぶん

章
しょう

が読
よ

みの教
きょう

材
ざい

として使
つか

われる

ようになります。そこには未
み

習
しゅう

の語
ご

彙
い

や長
なが

くて複
ふく

雑
ざつ

な文
ぶん

などが
あり、日

に
本
ほん

語
ご

の文
ぶん

章
しょう

を読
よ

むことがいやになる学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がいるので
はないでしょうか。読

よ
みの力

ちから
を伸

の
ばすためには、多

おお
くの文

ぶん
章
しょう

を
読
よ

むことが必
ひつ

要
よう

ですが、読
よ

みの目
もく

的
てき

に応
おう

じて効
こう

率
りつ

的
てき

に、正
せい

確
かく

に
読
よ

むには読
よ

みのストラテジーがその助
たす

けとなります。
　この教

きょう
材
ざい

は、「この教
きょう

科
か

書
しょ

を学
まな

ぶのではなく、この教
きょう

科
か

書
しょ

で
読
よ

み方
かた

を学
まな

んでください。」という著
ちょ

者
しゃ

のことばからもわかるよ
うに、読

よ
みのストラテジーを育

いく
成
せい

することを目
もく

的
てき

に構
こう

成
せい

されて
います。では、どんな読

よ
み方

かた
が学

まな
べるのか見

み
てみましょう。

▽15のストラテジー
　中

ちゅう
級
きゅう

に入
はい

ったばかりの学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の戸
と

惑
まど

いを解
かい

決
けつ

することを始
はじ

ま

りに、読
よ

みを助
たす

けるストラテジーが選
えら

ばれています。１文
ぶん

の理
り

解
かい

、文
ぶん

と文
ぶん

のつながり、文
ぶん

章
しょう

の理
り

解
かい

、知
ち

識
しき

の利
り

用
よう

の４つのカテ
ゴリーで15のストラテジーを紹

しょう
介
かい

しています。

１文
ぶん

を理
り

解
かい

する

ストラテジー

・話
はなし

のまとまりを正
ただ

しくとらえる
・主

しゅ
語
ご

と述
じゅつ

語
ご

の対
たい

応
おう

がわかりにくい文
ぶん

を
　正

ただ
しく理

り
解
かい

する
・修

しゅう
飾
しょく

関
かん

係
けい

を正
ただ

しく理
り

解
かい

する
・文

ぶん
の意

い
味
み

を正
ただ

しく理
り

解
かい

する　

文
ぶん

の連
れん

続
ぞく

を

理
り

解
かい

する

ストラテジー

・文
ぶん

のつながりを正
ただ

しく理
り

解
かい

する
・省

しょう
略
りゃく

されている情
じょう

報
ほう

がないか考
かんが

えながら  
　文

ぶん
章
しょう

を理
り

解
かい

する
・キーワードとなる言

こと
葉
ば

を中
ちゅう

心
しん

に文
ぶん

と文
ぶん

の
　つながりに注

ちゅう
意
い

しながら文
ぶん

章
しょう

を読
よ

む

文
ぶん

の展
てん

開
かい

を

理
り

解
かい

する

ストラテジー

・文
ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

から筆
ひっ

者
しゃ

の意
い

見
けん

を見
み

抜
ぬ

く
・筆

ひっ
者
しゃ

の立
たち

場
ば

を見
み

分
わ

ける
・大

たい
切
せつ

なことを伝
つた

えているサインを上
じょう

手
ず

に
　使

つか
って文

ぶん
章
しょう

の展
てん

開
かい

をつかむ

知
ち

識
しき

を使
つか

って

理
り

解
かい

する

ストラテジー

・文
ぶん

章
しょう

の内
ない

容
よう

をできるだけ短
たん

時
じ

間
かん

で
　理

り
解
かい

する（速
そく

読
どく

）
・文

ぶん
章
しょう

の話
わ

題
だい

を見
み

抜
ぬ

く
・ストーリーを上

じょう
手
ず

に読
よ

む
・読

よ
み間

ま
違
ちが

いに気
き

づく

読
ど っ

解
か い

ストラテジーを学
ま な

びたい学
が く

習
しゅう

者
し ゃ

のための教
きょう

材
ざ い

『留
りゅう
学
がく
生
せい
のための読

どっ
解
かい
トレーニング　

　　　　　読
よ
む力

ちから
がアップする 15 のポイント』

編
へん

著
ちょ

者
しゃ

： 石
いし

黒
ぐろ

圭
けい

　    著
ちょ

者
しゃ

： 熊
くま

田
だ

道
みち

子
こ

・ 筒
つつ

井
い

千
ち

絵
え

・ Olga Pokrovska ・ 山
やま

田
だ

裕
ゆ

美
み

子
こ

　　

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

： 凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

ＵＲＬ ： http://www.bonjinsha.com/　　　発
はっ

行
こう

年
ねん

月
げつ

： ２０１1 年
ねん

5 月
がつ

ＩＳＢＮ ： ９７８ｰ４ｰ８９３５８ｰ７80 ｰ 0　　判
はん

型
けい

・ 頁
ぺーじ

数
すう

： B５判
はん

、　２10 頁
ぺーじ

　定
てい

価
か

： 1,890 円
えん

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊
か ん
教
きょう
材
ざ い
・図

と
書
し ょ
紹
しょう
介
か い
－

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

： 坪
つぼ

山
やま

由
ゆ

美
み

子
こ

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

２０１１年 7 月
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　「授
じゅ

業
ぎょう

でいろいろな表
ひょう

現
げん

やことばを習
なら

っているのに話
はな

せるようにならない」という学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の声
こえ

をよく聞
き

きます。そんな学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を前
まえ

に、先
せん

生
せい

は教
きょう

室
しつ

でどんな活
かつ

動
どう

をすればいいのでしょうか。本
ほん

書
しょ

は初
しょ

級
きゅう

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

（入
にゅう

門
もん

期
き

から初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

まで）を対
たい

象
しょう

に、習
なら

った日
に

本
ほん

語
ご

で自
じ

己
こ

表
ひょう

現
げん

がで
きるようになることを目

もく
標
ひょう

にして書
か

かれたものです。

1　自
じ
分
ぶん
の気

き
持
も
ち、自

じ
分
ぶん
の考

かんが
えを話

はな
す

　本
ほん

書
しょ

は全
ぜん

18課
か

で、活
かつ

動
どう

の基
き

本
ほん

となるテキストは「ストーリー」と呼
よ

ばれています。ストーリーは各
かく

課
か

に3つ～６つあり、これらは文
ぶん

型
けい

や話
はなし

の流
なが

れが共
きょう

通
つう

しています。ストーリーの内
ない

容
よう

は全
ぜん

課
か

を通
とお

して、話
はな

し手
て

自
じ

身
しん

の気
き

持
も

ちや考
かんが

えを表
あら

わすものです。

ストーリーの例
れい

LESSON7
　　びっくりしました

きんようびに、ゆうびんきょくにいきました。じゅうしょをかんじでかきました。ゆうびんきょくのひとは、
びっくりしました。どうしてですか。わかりません。

LESSON13
　　何

なに
か言

い
いたい

きのう、デートをしました。デートの前
まえ

に髪
かみ

を切
き

りました。ボーイフレンドは「新
あたら

しいヘアースタイル
いいね」と言

い
いました。私

わたし
は「ありがとう」と言

い
いました。とてもうれしかったです。

　
　

前
ぜん

半
はん

の課
か

はストーリーが単
たん

調
ちょう

になりがちかもしれませんが、使
つか

える日
に

本
ほん

語
ご

が限
かぎ

られていても、自
じ

己
こ

表
ひょう

現
げん

はできるという点
てん

が重
じゅう

要
よう

です。
また後

こう
半
はん

は、文
ぶん

型
けい

や語
ご

彙
い

が増
ふ

える分
ぶん

、内
ない

容
よう

もおもしろくなります。ストーリーには全
ぜん

課
か

を通
とお

して、文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

の視
し

点
てん

なども取
と

り入
い

れられていて、
深
ふか

い学
がく

習
しゅう

につなげられそうです。

日
に

本
ほ ん

語
ご

で自
じ

己
こ

表
ひょう

現
げ ん

したい学
が く

習
しゅう

者
し ゃ

のために

『わたしのにほんご
初
しょ
級
きゅう
から話

はな
せるわたしの気

き
持
も
ち・わたしの考

かんが
え

著
ちょ
者
しゃ

： 杉
すぎ
浦
うら
千
ち
里
さと

・ 小
お
野
の
寺
でら
志
し
津
ず
・ ボイクマン総

ふさ
子
こ
　　　　　出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

： くろしお出
しゅっ

版
ぱん

ＵＲＬ ： http://www.9640.jp/xoops/　　　発
はっ
行
こう
年
ねん
月
げつ

： 2011 年
ねん

3 月
がつ

ＩＳＢＮ ： 978-4-87424-516-3　　判
はん
型
けい

・ 頁
ぺーじ
数
すう

： B5判
はん
、　144 頁

ぺーじ
　定
てい
価
か
： 1,890 円

えん

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊
か ん
教
きょう
材
ざ い
・図

と
書
し ょ
紹
しょう
介
か い
－

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ

： 来
き
嶋
じま
洋
ひろ
美
み
／日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し

２０１１年 8月

2　4技
ぎ
能
のう
を統

とう
合
ごう
的
てき
にバランスよく使

つか
う

　本
ほん

書
しょ

の目
もく

標
ひょう

は話
はな

すことですが、学
がく

習
しゅう

プロセスで4技
ぎ

能
のう

を統
とう

合
ごう

的
てき

に
使
つか

います。右
みぎ

のように、活
かつ

動
どう

は順
じゅん

を追
お

って丁
てい

寧
ねい

に展
てん

開
かい

されている
ので、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

を無
む

理
り

なく話
はな

すことへ誘
ゆう

導
どう

できるでしょう。Ⅱ～Ⅳ
はいわば話

はな
すための準

じゅん
備
び

の活
かつ

動
どう

です。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

はストーリーを聞
き

い
て口

こう
頭
とう

で再
さい

生
せい

する、読
よ

む、書
か

くことで「話
はな

すパターン」を自
じ

分
ぶん

の
中
なか

に取
と

り込
こ

みます。再
さい

生
せい

は、一
いち

文
ぶん

ずつ記
き

憶
おく

するのではなく、全
ぜん

体
たい

の意
い

味
み

把
は

握
あく

を重
じゅう

視
し

します。ⅤとⅥは最
もっと

も大
たい

切
せつ

な活
かつ

動
どう

です。Ⅴでは
ペアで話

はな
しながら自

じ
分
ぶん

のストーリーを作
つく

り、Ⅵではクラスメイト
の前

まえ
でそのストーリーを話

はな
します。

3　いろいろな使
つか
い方

かた
が可

か
能
のう

　本
ほん

書
しょ

は大
だい

学
がく

、日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

、ボランティア教
きょう

室
しつ

等
など

で主
しゅ

教
きょう

材
ざい

、副
ふく

教
きょう

材
ざい

として使
し

用
よう

できるでしょう。特
とく

に文
ぶん

型
けい

シラバスの教
きょう

科
か

書
しょ

との併
へい

用
よう

は効
こう

果
か

的
てき

だと思
おも

われます。巻
かん

末
まつ

にはいくつかの初
しょ

級
きゅう

教
きょう

科
か

書
しょ

との
学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

対
たい

照
しょう

表
ひょう

もあり、進
しん

度
ど

確
かく

認
にん

がしやすくなっています。また、
日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

、海
かい

外
がい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

で、話
はな

す力
ちから

を伸
の

ばすことにむずかしさを
感
かん

じている人
ひと

にも参
さん

考
こう

になるでしょう。自
じ

己
こ

表
ひょう

現
げん

をする楽
たの

しさは、
日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の継
けい

続
ぞく

動
どう

機
き

にもきっとつながるはずです。

教
きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
の手

て
順
じゅん

Ⅰ　ストーリーを聞
き

く前
まえ

に

Ⅱ　ストーリーを聞
き

いて再
さい

生
せい

しましょう

Ⅲ　ストーリーを読
よ

みましょう

Ⅳ　ストーリーを聞
き

いて書
か

きましょう

Ⅴ　話
はな

しましょう

Ⅵ　あなたのストーリ―を話
はな

しましょう。QAもしましょう

Ⅶ　あなたが話
はな

したストーリーを書
か

きましょう
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▼漢
かん

字
じ

に興
きょう

味
み

を持
も

ち、学
がく

習
しゅう

を続
つづ

けていく姿
し

勢
せい

　につなげるために
　第

だい
二
に

の目
もく

的
てき

は、漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

の動
どう

機
き

付
づ

けです。写
しゃ

真
しん

でも実
じっ

際
さい

に
漢
かん

字
じ

が使
つか

われているものであれば、臨
りん

場
じょう

感
かん

が漂
ただよ

ってきます。そ
うした臨

りん
場
じょう

感
かん

をうまく使
つか

いながら漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

の「ばね」にするこ
とはとても有

ゆう
効
こう

です。そうした意
い

味
み

でこの教
きょう

科
か

書
しょ

は教
きょう

師
し

にとっ
ても学

がく
習
しゅう

者
しゃ

にとってもいい入
い

り口
ぐち

になるでしょう。足
た

りないも
のはインターネットでダウンロードして追

つい
加
か

していきましょう。
レアリアがあったらどんどん集

あつ
めて使

つか
っていきましょう。

▼使
つか

いにくい場
ば

合
あい

は
　前

まえ
にも書

か
きましたが、この本

ほん
は日

に
本
ほん

人
じん

のボランティアが使
つか

う
ことを目

もく
的
てき

に書
か

かれています。ですから、非
ひ

漢
かん

字
じ

圏
けん

の外
がい

国
こく

人
じん

の
日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

にとっては使
つか

いにくいかもしれません。でも、振
ふ

り
仮
が

名
な

付
つき

ですのでその気
き

になれば辞
じ

書
しょ

を引
ひ

いたり、日
に

本
ほん

人
じん

が身
み

近
ぢか

にいたら分
わ

からないところを聞
き

いたりすれば、十
じゅう

分
ぶん

使
つか

えるはず
です。主

しゅ
教
きょう

材
ざい

として使
つか

いにくければ副
ふく

教
きょう

材
ざい

として使
つか

うという手
て

もあります。いずれにしろもう言
い

い古
ふる

された言
こと

葉
ば

ですが、「教
きょう

科
か

書
しょ

を教
おし

えるのではなく、教
きょう

科
か

書
しょ

で教
おし

える」なのですから。
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　漢
かん

字
じ

圏
けん

の人
ひと

はともかく、自
じ

分
ぶん

の国
くに

で一
いっ

所
しょ

懸
けん

命
めい

漢
かん

字
じ

を勉
べん

強
きょう

した

人
ひと

でさえ、初
はじ

めて日
に

本
ほん

に来
く

ると、まだまだ知
し

らない漢
かん

字
じ

や漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

がたくさんあることを思
おも

い知
し

らされます。だれもがする買
か

い物
もの

、だれもが使
つか

うトイレ、あるいは体
たい

調
ちょう

を崩
くず

して行
い

く病
びょう

院
いん

な
どで出

で
会
あ

う理
り

解
かい

できない漢
かん

字
じ

……時
とき

と場
ば

合
あい

によっては問
もん

題
だい

につ
ながりかねません。そんな漢

かん
字
じ

も含
ふく

めた、日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

に密
みっ

着
ちゃく

した漢
かん

字
じ

を集
あつ

めた教
きょう

材
ざい

です。

▼自
じ

由
ゆう

に使
つか

える
　この本

ほん
は漢

かん
字
じ

を勉
べん

強
きょう

したことのない学
がく

習
しゅう

者
しゃ

、とりわけ日
に

本
ほん

で

生
せい

活
かつ

している学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

に書
か

かれており、日
に

本
ほん

人
じん

のボランテ
ィアの方

かた
が教

きょう
室
しつ

などで使
し

用
よう

するために作
つく

られました。同
どう

様
よう

の趣
しゅ

旨
し

で作
つく

られた『新
しん

にほんご<あいうえお>』というひらがな・カ
タカナを勉

べん
強
きょう

するための教
きょう

科
か

書
しょ

の続
ぞく

編
へん

です。
　全

ぜん
体
たい

は、「カレンダー」、「トイレ」、「うちの台
だい

所
どころ

」、「ごみ」、「駅
えき

」、
「買

か
い物

もの
」、「日

に
本
ほん

人
じん

の名
な

前
まえ

」、「どこに住
す

んでいますか」、「パート・
アルバイトを探

さが
します」、「病

びょう
院
いん

」、「銀
ぎん

行
こう

」、「郵
ゆう

便
びん

受
う

けに入
はい

って
いるもの」の12のトピックで構

こう
成
せい

されています。「テキストの
使
つか

い方
かた

」には第
だい

一
いっ

課
か

の「カレンダー」が終
お

わったら、後
あと

はどの
課
か

を勉
べん

強
きょう

しても構
かま

わないと書
か

いてあります。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のニーズや
興
きょう

味
み

に応
おう

じて自
じ

由
ゆう

に使
つか

うことができます。

▼漢
かん

字
じ

を文
も

字
じ

として認
にん

識
しき

し、情
じょう

報
ほう

を得
え

る力
ちから

を       
　付

つ
けるために

　この本
ほん

が目
もく

標
ひょう

としていることは二
ふた

つあるのですが、第
だい

一
いち

は
漢
かん

字
じ

を見
み

て目
もく

的
てき

が達
たっ

成
せい

できる力
ちから

を付
つ

けることです。今
いま

盛
さか

んに
言
い

われている「課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

」を付
つ

けることです。そのため
に実

じつ
物
ぶつ

の写
しゃ

真
しん

がふんだんに使
つか

われています。漢
かん

字
じ

を順
じゅん

序
じょ

立
だ

て
て学

がく
習
しゅう

するためのいわゆる漢
かん

字
じ

の教
きょう

材
ざい

でもこうした写
しゃ

真
しん

が使
つか

われていますが、生
せい

活
かつ

に密
みっ

着
ちゃく

した漢
かん

字
じ

という切
き

り口
くち

で一
いっ

冊
さつ

に
まとまっているという点

てん
でとても便

べん
利
り

です。

生
せ い

活
か つ

に密
み っ

着
ちゃく

した漢
か ん

字
じ

を集
あ つ

めた写
し ゃ

真
し ん

満
ま ん

載
さ い

の教
きょう

材
ざ い

『新
しん
にほんご < 生

せい
活
かつ
の漢

かん
字
じ
>　漢

かん
字
じ
み～つけた』

著
ちょ

者
しゃ

： 『生
せい

活
かつ

の漢
かん

字
じ

』 を考
かんが

える会
かい
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